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 【目的】子どもを持つ親の育児力の低下傾向していることが社会的問題になっている。
本研究では子どもとうまくかかわれない保護者の減少を目指して、次の 2 つの調査を
行った。1）健常児と関わる保育士、幼稚園教諭などの職種を対象に保護者の子どもと
の関わり方が実際に心配に値するかを把握する実態調査。2）ことばの専門家である言
語聴覚士が健常児を持つ親に対してことばの育み方を有効的に助言する方法を検証。  
【方法】研究 1：保護者の子供との関わり方に関する実態調査。根洗学園が実施したこ
とばの発達に関する講習会にて健常児と接する保育士、幼稚園教諭 69 名を対象に「関
わり方の心配度」などについて無記名の質問紙調査を配布し、研修室の出口に回収ボッ
クスを設置した。研究 2：子育て支援広場に関わっているスタッフ 12 名に「気になる
保護者の子どもとの関わり方」「保護者から質問されたこと」などの無記名の質問紙調
査を配布し、その記述に参考に子育て支援広場にて保護者対象のコミュニケーション
ミニ講座を開催する。終了後をその評価を把握するために参加者に質問紙調査を実施
した。 
【結果】研究 1 ①保護者の子どもへの関わり方についての気になり度（ 5 件法）：「と
ても気になっている」が 36.2％、「気になっている」が 58.5％。②子どもに対するこ
とば・コミュニケーション支援についての困り感（ 5 件法）：「とても困っている」が
104％、「困っている」が 75.4％。研究者等が作成した「コミュニケーション」「こと
ばの理解」「ことばの表出」に関するリーフレットが業務に役立ちそうか（ 5 件法）：3
冊全て「とても役立ちそう」と「役立ちそう」の合計が 90％以上であった。研究 2 ①
保護者の子どもへの関わり方についての気になり度（ 5 件法）：「とても気になる」が 5
名 41.6％、「気になる」が 58.3％。②気になっていること（自由記述）：「いつからこ
とばかけをすればよいか」「ことばは育てるものではなくそのうち出てくるものと思っ
てる」「話しかけず作業として黙々とおむつ替えをしている」など基本的なことであっ
た。気になっているという結果であった。本結果を踏まえ、研究者等は子育て支援広
場にて保護者を対象とした子どもへの働きかけを振り返るエクササイズを実施した。
参加者 18 名から質問紙を回収することができた。「自分の都合を押しつけていた」「こ
とばを遮られるのは辛い」「話しやすい態度が大事」などの感想が挙がった。参加者の
80％が「機会があればまた参加したい」と回答した。  
【まとめ】健常児に接している職種は保護者の子どもへの接し方が「気になっている」
という結果であり、研究者等が作成したことばに関するパンフレット 3 冊は業務に有
効であることがわかった。言語聴覚士が健常児をもつ保護者を対象とした自分のコ
ミュニケーションを振り返るエクササイズを行ったところ、子どもとのコミュニケー
ションを改善するきっかけになったという評価を得た。これらのことから今後、言語
聴覚士はことばに遅れのある子どもや保護者の支援だけではなく、健常児をもつ保護
者に対する支援という新たな役割を担える可能性が示唆された。  
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